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o(r)をZに共役な変数とする｡ すると外湯によりつけ加わる余分なハ ミル トニアンは
H1-J･;(r)∑行,t)dr (2･2)
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の短い時間間隔 丁で平均すれば Goが時間の並進対称性を持っだろうことを予想 して
与It-;く t′｡t十…Go(x'･xl･･-,Xn,dtl･･･dtndt'
-宇 Jk t′く t十 _2 n
TG o(x ′;xl,･･.Xn)dtl･･･d t d t'
- (n十 1 ) I(rl,rl,････ rn) ･ (3･11)
このような平均操作によってもa,首は Tがこれらの変化する時間に比べて十分小さい時
は変らないであろうから(2･6)(3･5)の右側はそれぞれ等 し′く
鳥 Ix(T,rl,･.･,rn)I(t,rl)･･･Z(.t,r｡)drl･･･drn , (3･12)
となる｡したがって(2･6)及び (3･5)は等しい｡局所平衡が成 り立たない場合は等 しく



































82(x) lz米(2(Ⅹト i#(x" dx





































































に 比 例 す る ことはあきらかである｡熱力学的関係式はa,Zのうちどちらかが独立 変 数 と




















Zが十分シャープに指定され る時, したがってEが十分小さい時 (4･8)は次のように書く
ことが出来る｡
eLA (a)(I)- JL(a)p (2,α)d'a (4･9)

















































と,ならなければならないから｡ 又これは αとZを交換 しても成 り立っ｡
CnM(α)-γJ(I,a)- rlz(x)a(x)dx ,




的ではないことはいろいろな平均量が 廿 の選び方に`依存 しないことからわかる｡
8J












































































Ll(I)= e机 21㌔ jv′百両
eγJは 0(eβ)であるから(4･31)は




































の記述は統計力学的である｡時間空間座標上の2点 X､ x′の相聞が十分小さい時 すなわ
ち十分離れている時これを次で表わす｡
























l /lfrn EtU r))二･yi- F〔Jai(r)zi(r)dr- ,
こ こ に
r-1伽 " Zi(r))
-i 2nf Ix(rl,r2,.･,rn)Zi(rl)Zi(r2)-2i(rn)drldr2-･drn (5･9)































































は微視的な密度であるo粒子数の平均密度 n(r)をⅩLr)の共役な変数 として選べば §2と
同様な議論が (5･22)に関しても可能であるから





























記述出来るはずである｡ 我々は §4において確率振巾をいささか天下 り的に与えた｡
mostprobablepatl等の物理的意味は次のように考えればよい｡ まず §2の熱力学的
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抽 )-忘 〔H十 Hl,P(t)二





卑 tJ 二 ｡意 tHl(I)耳









































芸 G ｡(Ⅹ;xl ; -;Xn)
′ヽ ′`＼ ′ヽ












































































































はそれぞれ2, α, 0及び ㊨ である｡
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